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■4～6月期は高成長を記録 

マレーシアの実質 GDP成長率は 4～6月期に前年同期

比＋8.9％と前期の同＋5.0％から伸びが拡大し、力強い景

気回復が続いた（右上図）。需要項目別では、GDP の約 6

割を占める民間消費が前年同期比＋18.3％（前期同＋

5.5％）となり、景気回復をけん引した。4 月から飲食店・小

売店の営業時間規制や収容人数制限が廃止されたほか、

5 月には屋外でのマスク着用義務が撤廃される等、新型コ

ロナに関する規制が大きく緩和されたことで消費活動が活

発化した。輸出も前年同期比＋10.4％と前期の同＋8.0％

から拡大した。電気・電子部品を中心に財輸出が同＋

7.4％（前期同+7.1％）と伸びを高めたほか、4 月からの入

国規制緩和により外国人観光客が増加したことから、サー

ビス輸出が同＋49.1％（前期同＋20.0％）と急拡大した。 

7 月以降も景気回復は続いている。流通業売上高（卸売と小売の合計）は 7 月に前年同月比＋41.0％と高い

伸び率となった。7 月の失業率は 3.7％と新型コロナ流行後で最低となり、良好な雇用環境が消費を下支えして

いる。9月には屋内でのマスク着用義務も廃止される等、コロナに関する規制緩和が一段と進んでおり、対面型

サービス業の本格的な回復が期待される。製造業の生産活動も活発化しており、8 月の製造業 PMI は 50.3 と

景況感の分岐点となる 50 を 5 ヵ月連続で上回った。外需も底堅く、7 月の名目輸出（米ドルベース）は電気・電

子部品や石油製品がけん引し、前年同月比＋30.3％（前月同＋29.7％）と高い伸びを維持した。 

 

■インフレ抑制のために利上げを継続 

マレーシア政府は、エネルギーや食品価格の高騰を抑

えることを目的に各種補助金を拠出している。この結果、

今年の補助金総額は史上最高の 800億リンギ（GDP比約

5％）に達するとの見通しが示された。こうした措置にもか

かわらず、インフレ圧力は抑えきれず、7 月の消費者物価

指数は前年同月比＋4.4％と前月の同＋3.4％から伸びを

大きく高めた。米国の大幅な利上げを背景に通貨リンギ

安が進んでいることも、輸入物価の上昇を通じてインフレ

を加速させており、補助金の増加につながっている（右下

図）。来年度予算では、財政の立て直しを目的に、補助金

政策を見直す可能性が取り沙汰されており、インフレはさ

らに加速するリスクがある。 

マレーシアの連邦議会下院は 2023 年 7月に任期満了を迎えるが、イスマイルサブリ首相は前倒しで総選挙

を実施する可能性を示唆している。当面は、選挙に配慮した現政権が国民の不満を和らげるためにインフレ対

応を重視するとみられる。中央銀行も 9 月に 3 会合連続で 0.25％の利上げを決定する等、インフレ抑制スタン

スを強めている。今後も追加利上げが確実視され、その結果、内需への下押し圧力が高まり、足元好調な景気

は減速に転じると予想される。 
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